
　今年の４月に改修工事を経て、荏原南公園がリニューアルオープンしました。新たな遊具には子どもたちの
アイデアを活かした遊具が導入され、より安全できれいな公園に生まれ変わりました。
　人工芝の遊具エリアや幼児遊具と砂場エリア、健康遊具エリア等幅広い世代の方が利用できるようになっ
ています。残念ながら、ジャブジャブ池はなくなりましたが、岩山はこれまでの半分の高さで幼児にも登りやす
く、足元はゴムチップ舗装の柔らかい地面に変わり、夏場に人気のミストが出るようになりました。
　現在は、会員の方々が公園の清掃に当たりきれいな公園を維持しています。皆様も是非一度お越しになって
みてはいかがでしょうか。
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シルバー

あ
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き

会員総数
平成30年8月末日現在

2,408名

1,350名
男

1,058名
女

共助会秋の一泊旅行のご案内 共助会秋の一泊旅行のご案内 

　こ
の
夏
の
全
体
会
は
、
地
区
ご
と
に
テ
ー
マ

を
決
め
た
学
習
が
メ
イ
ン
。
そ
の
中
で
、
い
く

つ
か
の
地
区
が
認
知
症
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
い
ま
巷
で
は
、
人
生
「
一
〇
〇
歳
時
代
」

を
目
前
に
、 「
認
知
症
の
人
」
へ
の
理
解
と
接

し
方
が
最
大
の
関
心
事
。

　「
私
の
財
布
が
な
い
。
ど
こ
に
や
っ
た
の
！
」

に
対
し
て
「
そ
れ
は
困
り
ま
し
た
ね
、
じ
ゃ
あ

一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
対
応
。

　認
知
症
は
接
し
方
次
第
で
症
状
が
大
き
く
改

善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
興
奮
し
た
り
、
不

安
な
情
況
に「
寄
り
添
い
」、
何
を
求
め
て
い
る

か
を
一
緒
に
探
っ
て
み
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
。

　今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
就
業
で
も
こ
ん
な
場

面
に
出
く
わ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
は
、
相
手
の
微
妙
な
変
化
を
感
じ
優
し
さ

を
も
っ
て
接
す
る
余
裕
が
肝
腎
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ら
れ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。    

　（
担
当
理
事

　伊
藤
一
三
）

11月11日（日）～12日（月)1泊2日

就 業 相 談

　仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

10
月
11
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

  

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

11
月
8
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

戸

　川

　理

　事

  

荏
原
支
部  

門

　馬

　理

　事

　

12
月
13
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

  

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

　

【安房神社】
安房神社は山梨県の新屋山神社・
石川県の金剱宮と共に「日本三大
金運神社」の一つと言われていま
す。たくさんの神様が祀られている
ので、金運以外にもご利益を授かる
ことができるパワースポットです。

【鴨川ホテル三日月】
CMでもお馴染みのホテル三日月。
目の前は大海原で最上階の大浴場
から眺める景色はまさに絶景で
す。開運・金運・昇運をもたらすと
言われる世界唯一の金無垢風呂に
も入れます。

【戦艦三笠】
イギリスの「ヴィクトリー」、アメリカ
の「コンスティチューション」と共に
自国の独立を守るための重要な海
戦において勇敢に戦い歴史的な勝
利を収めたことから世界の三大記
念艦と言われています。

2日目のみどころホテルのお楽しみ1日目のみどころ

 

公益社団法人品川区シルバー人材センター URL http://shinagawa-sjc.com/

ご案内は8月下旬から9月初旬にしておりますが、申し込み受付は10月1日（月）からです。
センターの各事務所に参加費17,000円を添えてお早めにお申し込みください。先着順で定員になり次第受付
終了となります。

11/11
（日）

11/12
（月）

ホテル発8：30　　　     鴨川海産物センター（買物）　　　      金谷港   ～～～   東京湾フェリー   ～～～  
　　　　　  　　　　　　　　　8：35 ～ 9：05　　　　　 　　　  10：25

～～～   久里浜港　　　     三笠記念館（戦艦三笠見学）　　　      古都鎌倉（昼食・散策）
　　　　　11：05  　　　　　　　　　11：45 ～12：30　　　　　 　　　  13：00 ～15：30

大黒PA（休憩）　　　　大井町駅着
16：15 ～16：30　　　　　 17：30

大井町駅7：30　　　　海ほたるSA（休憩）　　　　小泉酒造（ソムリエハウス試飲）
　　　　　　　　　　　　　8：10 ～ 8：30　　　　　    　　　　9：10 ～ 9：50

道の駅（保田小学校）　　　　漁師料理たてやま（昼食）　　      　安房神社・野鳥の森（参拝）
　  10：20 ～11：00　　　　　　　　11：30 ～12：30　　　　　　　　　　12：45 ～13：20

　　　　小湊誕生寺（拝観）　　　　鴨川温泉　ホテル三日月
　  　　　 14：20 ～15：00　　　　　　　　　　15：10　　　　　 　　　

子どもたち
のアイデア

を活かした

　荏原南公
園がリニュ

ーアル！子どもたち
のアイデア

を活かした

　荏原南公
園がリニュ

ーアル！



安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
‼

　
年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診

し
、
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に

一
回
無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
（
特

定
健
診
）」
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
期
間
は
、
５
月
１
日
〜

31
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以

上
か
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
65

歳
以
上
）
の
加
入
者
の
方
は
「
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
」
を
年
一
回
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
健
診
も
31
年
１
月
31
日

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　
受
診
券
は
、
今
年
９
月
30
日
ま
で

に
75
歳
に
な
る
方
あ
て
に
順
次
区
よ

り
発
送
さ
れ
ま
す
。
10
月
１
日
以
降

に
75
歳
に
な
る
方
は
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
７
月
の
安
全
就
業
強
化
月
間
に
残

念
な
が
ら
、
雨
の
日
の
転
倒
に
よ
る

傷
害
事
故
が
一
件
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
転
倒
事
故
を
経
験
し
た

方
に
話
を
聞
く
と
、
自
分
が
転
倒
す

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

方
が
大
半
で
す
。
普
段
か
ら
、
雨
だ

か
ら
靴
が
滑
る
か
も
し
れ
な
い
と

か
、
段
差
に
足
を
取
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
か
等
、
危
険
予
知
を
実
行
し
、

事
故
に
は
な
る
べ
く
遭
わ
ず
に
、
生

涯
現
役
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
16
日
（
金
）
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
本
部
・
第
一
集
会
室
に
て

品
川
警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
自
転
車
講
習
会
を
午
前
10
時
〜
正

午
の
予
定
で
、実
施
致
し
ま
す
。普
段

自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
方
な
ど
自

転
車
の
安
全
運
行
に
関
心
の
あ
る
方

は
、本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
部
・
担
当
　
鈴
木

電
話（
３
４
５
０
）
０
７
１
１

　
９
月
８
日
（
土
）
区
立
総
合
区
民

会
館
き
ゅ
り
あ
ん
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
成
年
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
成
年
式
は
、
70
歳
（
古

希
）
の
方
を
お
招
き
し
、
古
希
を
第

二
の
「
成
人
式
」
と
し
て
、
益
々
お

元
気
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

記
念
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
で
26
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、
そ

の
主
旨
に
賛
同
し
、
毎
年
後
援
団
体

と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
４
６
４
１
名
の
方
が
対

象
で
そ
の
う
ち
６
９
０
名
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
記
念
式

典
の
あ
と
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
松
本
す
み
こ
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
、
会
場
は
興
味
深
い
内
容
に
皆

さ
ん
大
い
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
あ
と
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

会
場
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ブ
ー
ス
で
は
、
会
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁
を

無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
も
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

興
味
を
示
さ
れ
た
方
か
ら
、
セ
ン
タ

ー
で
の
仕
事
の
内
容
や
申
し
込
み
の

場
所
・
入
会
方
法
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
改
め
て
働
く
意
欲

の
あ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
会

員
の
募
集
機
会
の
場
を
拡
大
す
る
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
区
委
員
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。シルバー人材センターブース

品
川
区
シ
ル
バ
ー
成
年
式

生
涯
元
気
！
い
つ
ま
で
も
、こ
の
ま
ち
で

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
交
通
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、今
年
２
回
目
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
、
い
よ
い
よ

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

も
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
参
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
、
派
遣
事
業
を
高
齢

者
の
多
様
な
働
き
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
捉
え
る
セ
ン
タ
ー
が
増
え
、
７
月

現
在
で
既
に
48
セ
ン
タ
ー
が
実
施

中
。
今
年
度
も
品
川
区
を
始
め
７
セ

ン
タ
ー
が
開
始
予
定
と
い
う
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

適
正
就
業
と
の
関
係
で
や
む
な
く
撤

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
務
補
助
や

調
理
補
助
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
商
品
陳
列
作
業
な
ど
に
つ
い
て
、

改
め
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
就
業
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
派
遣
事
業
を
開

始
す
る
も
の
で
す
。

　
請
負
・
委
任
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

の
就
業
形
態
を
原
則
と
は
し
な
が

ら
、
派
遣
先
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け

な
が
ら
就
業
す
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
と

い
う
枠
組
み
を
新
た
に
加
え
、
多
様

な
就
業
機
会
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
最
大
の
眼
目
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
概
ね
月

10
日
程
度
以
内
、
週
20
時
間
未
満
と

い
う
、
就
業
形
態
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
の
際
は
、
労
災

保
険
の
適
用
が
あ
る
な
ど
、
か
え
っ

て
保
障
が
厚
く
な
り
ま
す
。

　
相
違
点
は
、
雇
用
関
係
や
派
遣
先

事
業
主
か
ら
の
指
揮
命
令
の
有
無
と

言
っ
た
と
こ
ろ
が
明
確
と
な
る
こ

と
、
ま
た
会
員
さ
ん
は
、
東
京
し
ご

と
財
団
の
派
遣
事
業
に
参
画
す
る
形

で
、
雇
用
主
が
財
団
と
な
っ
て
雇
用

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
は
実
施
事
業
所
と

し
て
契
約
そ
の
他
の
実
務
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
で
派
遣
さ
れ
る
会
員
さ
ん
に
は
こ

れ
ま
で
の
会
員
登
録
と
は
別
に
、
シ

ル
バ
ー
派
遣
の
登
録
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
報
酬
も
こ
れ
ま
で
の
配
分

金
と
は
別
に
財
団
か
ら
毎
月
25
日
に

給
与
と
し
て
直
接
振
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
既
に
、
財
団
を
通

じ
て
数
件
の
派
遣
依
頼
の
打
診
を
受

け
て
お
り
、
希
望
会
員
へ
の
説
明
会

や
研
修
の
な
ど
実
施
に
向
け
た
調
整

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
は
、
実
施
に
向
け
会
員
の
皆

さ
ん
に
人
材
派
遣
事
業
の
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
製
し
、
８
月
分
の
配
分
金
の

ご
通
知
と
と
も
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
内
容
等
ご
不
明
の
点
は
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

を
会
員
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
何

回
か
本
誌
上
で
触
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

シルバー派遣事業の実施について
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（請負契約の場合）
発注者は会員に直接
指揮命令できません

❸労働

❸指揮命令

❺賃金支払

❷雇用契約

❶派遣契約

❹料金支払い

※発注者、シルバー人材センター、会員の関係

（公財）東京しごと財団

シルバー人材
センター
（実施事業所）

（派遣元）
発注者

企業・家庭・官公庁など
企業・官公庁など
（派遣先企業）

会　員

シルバー派遣【請負・委任】と【シルバー派遣】の比較

項　目 【シルバー派遣】

仕事の期間・内容

雇用関係の有無 なし あり

なし

受けない 受ける発注者の指揮命令

会員が加入する保険 シルバー総合保険
労働者災害補償保険
シルバー総合保険

発注者との契約当事者 シルバー人材センター

社会保険・雇用保険
の適用

【請負・委任】

働き方の特徴

臨時的・短期的な業務（概ね月10日程度以内）
又は軽易な業務（週 20 時間未満のもの）

シルバー人材センターが
請負・委任で受注した仕
事を、会員が再請負・
再委任の形で働きます。

派遣される期間中は派遣
元に雇用された上で、派
遣先からの指揮命令を受
けて働きます。

公益財団法人東京しごと財
団（派遣元）シルバー人材セ
ンター（実施事業所）

（※労働契約は公益財団法  
人東京しごと財団と締結）

（請負契約の場合）
発注者は会員に直接
指揮命令できません

❸業務の遂行
（仕事の完成）

指揮命令×

❺配分金支払

❷請負契約

❶請負契約

❹料金支払い

※発注者、シルバー人材センター、会員の関係 

シルバー人材
センター

発注者
企業・家庭・官公庁など

請負・委任

会　員

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
は
思
わ
ず
に
、
危
険
予
知
を
行
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
傷
害
事
故
で
一
番
多
い
原
因
は
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。



安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
‼

　
年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診

し
、
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に

一
回
無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
（
特

定
健
診
）」
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
期
間
は
、
５
月
１
日
〜

31
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以

上
か
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
65

歳
以
上
）
の
加
入
者
の
方
は
「
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
」
を
年
一
回
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
健
診
も
31
年
１
月
31
日

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　
受
診
券
は
、
今
年
９
月
30
日
ま
で

に
75
歳
に
な
る
方
あ
て
に
順
次
区
よ

り
発
送
さ
れ
ま
す
。
10
月
１
日
以
降

に
75
歳
に
な
る
方
は
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
７
月
の
安
全
就
業
強
化
月
間
に
残

念
な
が
ら
、
雨
の
日
の
転
倒
に
よ
る

傷
害
事
故
が
一
件
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
転
倒
事
故
を
経
験
し
た

方
に
話
を
聞
く
と
、
自
分
が
転
倒
す

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

方
が
大
半
で
す
。
普
段
か
ら
、
雨
だ

か
ら
靴
が
滑
る
か
も
し
れ
な
い
と

か
、
段
差
に
足
を
取
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
か
等
、
危
険
予
知
を
実
行
し
、

事
故
に
は
な
る
べ
く
遭
わ
ず
に
、
生

涯
現
役
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
11
月
16
日
（
金
）
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
本
部
・
第
一
集
会
室
に
て

品
川
警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
自
転
車
講
習
会
を
午
前
10
時
〜
正

午
の
予
定
で
、実
施
致
し
ま
す
。普
段

自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
方
な
ど
自

転
車
の
安
全
運
行
に
関
心
の
あ
る
方

は
、本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
部
・
担
当
　
鈴
木

電
話（
３
４
５
０
）
０
７
１
１

　
９
月
８
日
（
土
）
区
立
総
合
区
民

会
館
き
ゅ
り
あ
ん
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
成
年
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
成
年
式
は
、
70
歳
（
古

希
）
の
方
を
お
招
き
し
、
古
希
を
第

二
の
「
成
人
式
」
と
し
て
、
益
々
お

元
気
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

記
念
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
で
26
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、
そ

の
主
旨
に
賛
同
し
、
毎
年
後
援
団
体

と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
４
６
４
１
名
の
方
が
対

象
で
そ
の
う
ち
６
９
０
名
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
記
念
式

典
の
あ
と
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
松
本
す
み
こ
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
、
会
場
は
興
味
深
い
内
容
に
皆

さ
ん
大
い
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
あ
と
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

会
場
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ブ
ー
ス
で
は
、
会
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁
を

無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
も
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

興
味
を
示
さ
れ
た
方
か
ら
、
セ
ン
タ

ー
で
の
仕
事
の
内
容
や
申
し
込
み
の

場
所
・
入
会
方
法
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
改
め
て
働
く
意
欲

の
あ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
会

員
の
募
集
機
会
の
場
を
拡
大
す
る
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
区
委
員
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。シルバー人材センターブース

品
川
区
シ
ル
バ
ー
成
年
式

生
涯
元
気
！
い
つ
ま
で
も
、こ
の
ま
ち
で

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
交
通
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、今
年
２
回
目
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
、
い
よ
い
よ

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

も
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
参
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
、
派
遣
事
業
を
高
齢

者
の
多
様
な
働
き
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
捉
え
る
セ
ン
タ
ー
が
増
え
、
７
月

現
在
で
既
に
48
セ
ン
タ
ー
が
実
施

中
。
今
年
度
も
品
川
区
を
始
め
７
セ

ン
タ
ー
が
開
始
予
定
と
い
う
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

適
正
就
業
と
の
関
係
で
や
む
な
く
撤

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
務
補
助
や

調
理
補
助
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
商
品
陳
列
作
業
な
ど
に
つ
い
て
、

改
め
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
就
業
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
派
遣
事
業
を
開

始
す
る
も
の
で
す
。

　
請
負
・
委
任
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

の
就
業
形
態
を
原
則
と
は
し
な
が

ら
、
派
遣
先
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け

な
が
ら
就
業
す
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
と

い
う
枠
組
み
を
新
た
に
加
え
、
多
様

な
就
業
機
会
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
最
大
の
眼
目
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
概
ね
月

10
日
程
度
以
内
、
週
20
時
間
未
満
と

い
う
、
就
業
形
態
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
の
際
は
、
労
災

保
険
の
適
用
が
あ
る
な
ど
、
か
え
っ

て
保
障
が
厚
く
な
り
ま
す
。

　
相
違
点
は
、
雇
用
関
係
や
派
遣
先

事
業
主
か
ら
の
指
揮
命
令
の
有
無
と

言
っ
た
と
こ
ろ
が
明
確
と
な
る
こ

と
、
ま
た
会
員
さ
ん
は
、
東
京
し
ご

と
財
団
の
派
遣
事
業
に
参
画
す
る
形

で
、
雇
用
主
が
財
団
と
な
っ
て
雇
用

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
は
実
施
事
業
所
と

し
て
契
約
そ
の
他
の
実
務
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
で
派
遣
さ
れ
る
会
員
さ
ん
に
は
こ

れ
ま
で
の
会
員
登
録
と
は
別
に
、
シ

ル
バ
ー
派
遣
の
登
録
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
報
酬
も
こ
れ
ま
で
の
配
分

金
と
は
別
に
財
団
か
ら
毎
月
25
日
に

給
与
と
し
て
直
接
振
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
既
に
、
財
団
を
通

じ
て
数
件
の
派
遣
依
頼
の
打
診
を
受

け
て
お
り
、
希
望
会
員
へ
の
説
明
会

や
研
修
の
な
ど
実
施
に
向
け
た
調
整

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
は
、
実
施
に
向
け
会
員
の
皆

さ
ん
に
人
材
派
遣
事
業
の
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
製
し
、
８
月
分
の
配
分
金
の

ご
通
知
と
と
も
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
内
容
等
ご
不
明
の
点
は
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

を
会
員
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
何

回
か
本
誌
上
で
触
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

シルバー派遣事業の実施について
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団（派遣元）シルバー人材セ
ンター（実施事業所）
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※発注者、シルバー人材センター、会員の関係 

シルバー人材
センター

発注者
企業・家庭・官公庁など

請負・委任

会　員

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
は
思
わ
ず
に
、
危
険
予
知
を
行
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
傷
害
事
故
で
一
番
多
い
原
因
は
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。



　
7
月
21
日
（
土
）
に
荏
原
第
一
区
民

集
会
所
で
開
催
。
参
加
会
員
65
名
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
防
災
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演

　「し
な
が
わ
防
災
学
校

　

　
　
　
　首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
る
」

　講
師

　㈱
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
フ
ト

　

　
　
　
　濵
岡 

恭
太 

様

 

　
い
ず
れ
起
こ
り
う
る
首
都
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
品
川
区
で
は
ほ

ぼ
全
域
を
震
度
６
強
程
度
の
非
常
に
強

い
揺
れ
が
襲
う
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
時
は
、
ま
ず
自
分
の

身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
一
番
で

す
。
自
宅
に
い
る
時
に
起
き
た
場
合
も

同
様
で
、
ま
ず
は
机
の
下
に
も
ぐ
り
身

を
守
る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
震
が
収
ま

っ
た
後
に
、
火
の
始
末
や
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
る
な
ど
し
て
避
難
し
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
は
、
通
電
火
災
に
よ

る
二
次
被
害
で
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
次
に
大
切
な
の
が
日
頃
か
ら
の
備
え

で
す
。
自
宅
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
場
所
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
や
自
宅
内
の
就
寝
場
所
や
出

入
口
付
近
に
家
具
等
が
倒
れ
込
ま
な
い

安
全
エ
リ
ア
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

ま
た
、
生
活
必
需
品
の
購
入
も
困
難
と

な
る
の
で
、
物
資
の
備
蓄
も
必
要
で
す
。

（
水
や
食
料
は
最
低
3
日
、
で
き
れ
ば
一

週
間
分
）。

　
最
後
に
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る

在
宅
避
難
の
推
奨
で
す
。
避
難
場
所
で

の
ス
ト
レ
ス
や
車
中
泊
な
ど
住
環
境
の

悪
化
か
ら
命
を
失
う
災
害
関
連
死
が
非

常
に
増
え
て
い
る
た
め
で
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
日
頃
か
ら
家
族
で
の
話
し
合

い
や
備
蓄
の
確
認
を
し
て
防
災
の
意
識

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
内
容
で
し

た
。

　
昼
食
後
は
、
田
邊
安
全
管
理
委
員
か

品
川
硝
子
製
造
所
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
板
ガ
ラ
ス
の
製
造
は
失
敗
に
終

わ
り
ま
し
た
。
工
場
に
は
音
、
臭
い
の

問
題
が
あ
り
住
宅
地
か
ら
離
れ
広
い
土

地
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
輸
送
手
段
が

必
要
で
目
黒
川
、
立
会
川
が
あ
る
品
川

は
非
常
に
適
し
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
こ
で
重
要
な
人
物
と
し
て
山
口
武

彦
氏
を
ご
紹
介
し
た
い
。
明
治
39
年
に

山
武
商
会
と
い
う
工
作
機
械
の
輸
入
会

社
を
設
立
。
鉄
の
切
断
、
溶
接
に
不
可

欠
な
酸
素
も
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
て
い

ま
し
た
。
輸
入
に
頼
っ
て
い
て
は
近
代

化
は
で
き
無
い
と
酸
素
を
作
る
決
意
を

ら
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
、
油
田
会
員

か
ら
は
振
込
め
詐
欺
の
現
状
に
つ
い
て

勉
強
を
し
た
後
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
会
員
さ
ん
も

参
加
し
、
大
盛
況
で
し
た
。
最
後
に
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
と
て
も
充
実

し
た
一
日
で
し
た
。

　
7
月
29
日（
日
）
大
崎
第
一
区
民
集

会
所
で
開
催
。
参
加
会
員
45
名
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
近
代
工

業
発
祥
と
品
川
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　講

演

　「近
代
工
業
発
祥
と
品
川
」

　講
師

　品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　
　
　タ
ー 

元
参
与 

　
　
　
　菅
井 

康
郎 

様

　『
近
代
工
業
発
祥
と
品
川
』
と
は
非

常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
本
来
な
ら
説
明

に
6
時
間
ぐ
ら
い
要
し
ま
す
。
今
回
は

近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
『
人
』
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
の
説
明
と
な
り
ま
し

た
。

　
近
代
工
業
と
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の

手
工
業
か
ら
、
明
治
時
代
の
動
力
、
機

械
を
使
っ
た
均
一
大
量
生
産
を
す
る
こ

と
で
す
。
近
代
化
の
為
に
、
各
地
に
官

営
工
場
が
で
き
、
品
川
に
も
明
治
9
年

荏
原
地
区

平
成
三
十
年
度

　夏
期
全
体
会
の
様
子
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し
、
今
の
不
動
前
の
駅
の
す
ぐ
傍
に
目

を
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
空
気
を
圧

縮
し
液
化
し
て
作
る
と
な
る
と
空
気
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

農
民
か
ら
は
大
反
対
。
何
と
か
説
得
し

合
資
会
社
酸
素
工
業
を
創
設
。
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
日
本
酸
素
株
式
会
社

と
社
名
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
地
方
に
工
場
は
移
転
し
、
そ
の
跡

地
に
は
記
念
館
が
で
き
ま
し
た
。
溶
接

が
酸
素
か
ら
電
気
に
代
わ
り
経
営
が
苦

し
く
な
っ
た
昭
和
40
年
に
記
念
館
の
土

地
を
売
り
渡
し
て
し
ま
い
、
今
で
は
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
で
は
「
酸
素
発
祥
の
地
」
と
い
う

表
記
が
一
切
な
く
残
念
で
な
ら
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
非
常
に
力
強
く
短
時
間
で
し
た
が
分

か
り
易
い
説
明
に
皆
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
懇
親
会
で
カ
ラ
オ

ケ
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
８
月
26
日
（
日
）
に
東
大
井
区
民
集

会
所
で
開
催
。
参
加
会
員
41
名
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
認
知
症

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演

　「認
知
症
に
つ
い
て
」

　
　
　
　〜
品
川
区
の
認
知
症
対
策
〜

　講
師

　品
川
区
高
齢
者
福
祉
課

　

　
　
　
　吉
岡 

孝
樹 

様

 

　
最
初
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
簡
単
な

ク
イ
ズ
を
行
っ
た
後
、
認
知
症
と
物
忘

れ
の
違
い
に
つ
い
て
、
物
忘
れ
は
あ
る

事
柄
の
一
部
分
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
に

対
し
、
認
知
症
は
事
柄
全
部
を
忘
れ
て

し
ま
う
点
が
異
な
る
こ
と
や
、
認
知
症

の
症
状
は
、
人
に
よ
っ
て
進
行
具
合
や

症
状
が
違
う
な
ど
、
具
体
的
な
お
話
が

聞
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
品
川
区
で
認
知
症
に
つ
い
て
、

疑
問
や
相
談
で
き
る
窓
口
の
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
自
分
に
も
関
係
が
あ
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
講
師
の
方
の
話
を
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
安
全
就
業
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
い
た
後
、
み
な
さ
ん
お
楽
し
み

の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

大
井
東
地
区

〈講演〉品川区高齢者福祉課  吉岡様

　友
人
、
近
所
の
方
を
お
誘
い
の
上
、

ま
た
会
員
同
士
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
大
勢
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
頃
シ
ル
バ
ー

で
受
け
て
い
る
お
仕
事（
包
丁
研
ぎ
実

演
）
や
授
業
料
無
料
の
英
会
話
教
室
体

験
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
開
催
時
に
大

好
評
だ
っ
た
お
し
ゃ
れ
ス
カ
ー
フ
の
巻

き
方
講
座
、
他
に
は
無
料
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ト
リ
ム
体

操
連
盟
の
講
師
を
招
い
て
座
っ
た
ま
ま

で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ（
肩
こ
り
腰
痛

に
効
き
目
あ
り
！
転
倒
防
止
に
も
効
果

あ
り
）
も
行
い
ま
す
。
１
回
30
分
コ
ー

ス
で
、
午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回

行
い
ま
す
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
仲
間
を
増

や
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ま

す
ま
す
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　11
月
26
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
3
時
ま
で

場
所

　荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階
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品
川
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3
|
22
|
3
）

担
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部
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5
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3
4
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い
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ど
い 
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7
月
21
日
（
土
）
に
荏
原
第
一
区
民

集
会
所
で
開
催
。
参
加
会
員
65
名
。

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
防
災
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演

　「し
な
が
わ
防
災
学
校

　

　
　
　
　首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
る
」

　講
師

　㈱
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
フ
ト

　

　
　
　
　濵
岡 

恭
太 

様

 

　
い
ず
れ
起
こ
り
う
る
首
都
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
品
川
区
で
は
ほ

ぼ
全
域
を
震
度
６
強
程
度
の
非
常
に
強

い
揺
れ
が
襲
う
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
時
は
、
ま
ず
自
分
の

身
の
安
全
を
確
保
す
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こ
と
が
一
番
で

す
。
自
宅
に
い
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時
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き
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場
合
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で
、
ま
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は
机
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下
に
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ぐ
り
身
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こ
と
。
そ
し
て
、
地
震
が
収
ま

っ
た
後
に
、
火
の
始
末
や
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レ
ー
カ
ー

を
切
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な
ど
し
て
避
難
し
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
は
、
通
電
火
災
に
よ

る
二
次
被
害
で
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
次
に
大
切
な
の
が
日
頃
か
ら
の
備
え

で
す
。
自
宅
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
場
所
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
や
自
宅
内
の
就
寝
場
所
や
出

入
口
付
近
に
家
具
等
が
倒
れ
込
ま
な
い

安
全
エ
リ
ア
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

ま
た
、
生
活
必
需
品
の
購
入
も
困
難
と

な
る
の
で
、
物
資
の
備
蓄
も
必
要
で
す
。

（
水
や
食
料
は
最
低
3
日
、
で
き
れ
ば
一

週
間
分
）。
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、
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宅
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難
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送
る
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宅
避
難
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す
。
避
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所
で

の
ス
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レ
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中
泊
な
ど
住
環
境
の

悪
化
か
ら
命
を
失
う
災
害
関
連
死
が
非

常
に
増
え
て
い
る
た
め
で
す
。
い
ず
れ
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よ
、
日
頃
か
ら
家
族
で
の
話
し
合

い
や
備
蓄
の
確
認
を
し
て
防
災
の
意
識

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
内
容
で
し

た
。

　
昼
食
後
は
、
田
邊
安
全
管
理
委
員
か

品
川
硝
子
製
造
所
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
板
ガ
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の
製
造
は
失
敗
に
終
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し
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、
臭
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。
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介
し
た
い
。
明
治
39
年
に

山
武
商
会
と
い
う
工
作
機
械
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し
、
今
の
不
動
前
の
駅
の
す
ぐ
傍
に
目

を
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
空
気
を
圧

縮
し
液
化
し
て
作
る
と
な
る
と
空
気
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

農
民
か
ら
は
大
反
対
。
何
と
か
説
得
し

合
資
会
社
酸
素
工
業
を
創
設
。
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
日
本
酸
素
株
式
会
社

と
社
名
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
地
方
に
工
場
は
移
転
し
、
そ
の
跡
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に
は
記
念
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が
で
き
ま
し
た
。
溶
接

が
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素
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電
気
に
代
わ
り
経
営
が
苦

し
く
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っ
た
昭
和
40
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に
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の
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地
を
売
り
渡
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て
し
ま
い
、
今
で
は
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き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
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っ
て
し
ま
っ

た
。
今
で
は
「
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素
発
祥
の
地
」
と
い
う

表
記
が
一
切
な
く
残
念
で
な
ら
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
非
常
に
力
強
く
短
時
間
で
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た
が
分
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り
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い
説
明
に
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聞
き
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お
り
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し
た
。
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の
後
は
懇
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で
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ゴ
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と
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り
上
が

り
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し
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。
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最
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に
認
知
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に
つ
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て
の
簡
単
な

ク
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ズ
を
行
っ
た
後
、
認
知
症
と
物
忘

れ
の
違
い
に
つ
い
て
、
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忘
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は
あ
る

事
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を
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ま
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の
に

対
し
、
認
知
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は
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全
部
を
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ま
う
点
が
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る
こ
と
や
、
認
知
症

の
症
状
は
、
人
に
よ
っ
て
進
行
具
合
や

症
状
が
違
う
な
ど
、
具
体
的
な
お
話
が

聞
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
品
川
区
で
認
知
症
に
つ
い
て
、

疑
問
や
相
談
で
き
る
窓
口
の
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
自
分
に
も
関
係
が
あ
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
講
師
の
方
の
話
を
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
安
全
就
業
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
い
た
後
、
み
な
さ
ん
お
楽
し
み

の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

大
井
東
地
区

〈講演〉品川区高齢者福祉課  吉岡様

　友
人
、
近
所
の
方
を
お
誘
い
の
上
、

ま
た
会
員
同
士
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
大
勢
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
頃
シ
ル
バ
ー

で
受
け
て
い
る
お
仕
事（
包
丁
研
ぎ
実

演
）
や
授
業
料
無
料
の
英
会
話
教
室
体

験
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
開
催
時
に
大

好
評
だ
っ
た
お
し
ゃ
れ
ス
カ
ー
フ
の
巻

き
方
講
座
、
他
に
は
無
料
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ト
リ
ム
体

操
連
盟
の
講
師
を
招
い
て
座
っ
た
ま
ま

で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ（
肩
こ
り
腰
痛

に
効
き
目
あ
り
！
転
倒
防
止
に
も
効
果

あ
り
）
も
行
い
ま
す
。
１
回
30
分
コ
ー

ス
で
、
午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回

行
い
ま
す
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
仲
間
を
増

や
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ま

す
ま
す
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　11
月
26
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
3
時
ま
で

場
所

　荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　（
品
川
区
荏
原
3
|
22
|
3
）

担
当

　荏
原
支
部

　
　
　電
話
（
5
7
5
1
）
3
3
3
4

体
験
の
つ
ど
い

体
験
の
つ
ど
い 

バス停

コージー
コーナー

パチンコ店

マクド
ナルド

ゲーム
センター

電気店
井門

スーパー
オオゼキ

荏原第一
地域センター

不動前駅→ 西口

東口

不動前駅→←西小山駅

公衆トイレ
武蔵小山駅
東急目黒線

三菱UFJ銀行

26
号
線
通
り

パ
ル
ム
商
店
街

武蔵小山一番通り商栄会

入
口

中小企業センターで開催時撮影

〔会場案内図〕

11
月
26
日（
月
）開
催



第
1
回

　会
員
さ
ん
か
ら
見
た
事
務
所
紹
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

荏
原
支
部

ま
す
。
さ
ら
な
る
能
率
ア
ッ
プ
や
品
質
の

高
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り

正
確
、
迅
速
な
作
業
を
行
う
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
し
、
そ
の
こ
と
は
始
業
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
、
注
意
点
な
ど
を

皆
で
共
有
し
て
か
ら
仕
事
に
と
り
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
年
齢
74
・
６
歳
の
シ
ル
バ
ー
パ
ワ

ー
で
地
域
の
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば

と
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
荏
原
支
部
は
、
都
内
で
も
有
名
な
武

蔵
小
山
商
店
街
の
一
画
に
あ
り
、
戸
越

銀
座
商
店
街
も
隣
接
し
た
、
賑
わ
い
の

あ
る
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
量
が
多
く
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
交
通
情
報
な
ど
で
は
お
馴
染
み

の
平
塚
橋
交
差
点
が
あ
る
中
原
街
道
が

ほ
ぼ
目
の
前
に
あ
る
と
い
う
繁
華
街
の

真
ん
中
に
あ
る
立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
荏
原
支
部
内
に
あ
る
「
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
」は
、平
成
７
年
６
月
に
開
設
さ
れ
、

当
初
は
授
産
施
設
と
し
て
の
機
能
を
中

心
に
運
営
さ
れ
て
い
た
模
様
で
す
が
、

時
代
の
変
遷
と
共
に
機
能
が
変
化
し
、

現
在
は
区
内
や
近
隣
事
業
所
か
ら
の
封

入
封
緘
な
ど
の
依
頼
を
中
心
に
、
約
20

名
ほ
ど
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
春
に
来
た
ば
か
り
な
の

で
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

日
々
の
作
業
手
順
、
会
員
の
出
退
勤
の

把
握
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
連
絡
調
整

等
の
管
理
を
中
心
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
な
か
に
は
、
急
ぎ
処
理
し
て
欲
し
い

と
い
う
緊
急
の
要
請
が
あ
る
場
合
も
あ

り
、
そ
の
際
の
進
捗
管
理
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
会

員
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
な
の
で
大
き

な
事
故
も
な
く
、
同
じ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
何
度
も
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い

いきいきプラザ作業光景

津
田

　昭
洋
（
大
井
東
地
区
）

　
去
る
、
四
月
十
五
日（
日
）三
地
区
合
同
に

よ
る
日
帰
り
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
勢
八
十
一
名
が
参
加
。
台
風

並
み
の
風
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
、
七
時
五
十
分

に
は
出
発
。
外
の
雨
風
は
一
向
に
収
ま
る
様

子
な
く
、
激
し
さ
を
増
す
中
、
小
仏
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
や
、
一
転
太
陽
が
燦
燦
と
輝
く

別
世
界
。
一
路
、
最
初
の
見
学
地
、
一
宮
桃

源
郷「
見
晴
ら
し
園
」を
目
指
し
ま
し
た
。
到

着
後
、
園
内
は
、
桃
の
開
花
が
早
く
残
念
な

こ
と
に
既
に
散
っ
て
お
り
、葉
桃
の
呈
で
し
た
。

第
二
の
見
学
地
は
、
旧
高
野
家
住
宅
。「
甘
草

屋
敷
」と
呼
ば
れ
、
甲
州
民
家
の
代
表
作
で

重
文
指
定
、
漢
方
薬
甘
草
を
幕
命
に
よ
り
栽

培
し
て
い
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
だ
そ
う
。

　
毎
年
、
二
か
ら
四
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ

る「
ひ
な
祭
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
」の
メ
イ
ン

会
場
で
、
つ
る
し
飾
り
や
ひ
な
壇
が
華
や
か

に
飾
ら
れ
大
変
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　
昼
食
の
石
和
「
ホ
テ
ル
ふ
じ
」
に
つ
い
た

時
に
は
雨
も
す
っ
か
り
上
が
っ
て
、
豪
華

「
和
食
ご
膳
」に

舌
鼓
を
打
ち
、

里
の
駅
一
宮
で

お
土
産
を
仕
込

み
、
一
路
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

　
帰
り
の
車
中

で
は
「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」な
ど

に
興
じ
大
い
に

親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
四
時
に

は
各
出
発
地
に

無
事
帰
着
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

一
宮
桃
源
郷
桃
の
花
見
と
甘
草
屋
敷
の

ひ
な
飾
り
見
学

　
　
　
　
大
崎
・
荏
原
・
中
延
三
地
区
合
同

普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで会員の皆様

　
７
月
15
日
（
日
）
品
川
学
園
に
お
い
て
『
品
川

第
一
地
区
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

品
川
北
地
区
の
委
員
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
出
店
の
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
お
よ
び
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販
売
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
が
短
く
猛
暑
日
が
続
く
中
で
の

お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
は
早
い
時
間
か
ら
お
祭
り
に
参
加
す
る

方
が
い
ま
し
た
が
、今
年
は
午
後
一
時
の
ス
タ
ー

ト
時
に
は
人
が
少
な
い
状
況
で
、
暑
さ
の
た
め
、

か
き
氷
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
て
い
る

店
に
は
人
が
並
ん
で
い
る
状
況
で
し
た
。
段
々

夕
方
か
ら
人
が
増
え
始
め
、
出
店
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に

も
人
が
並
び
始
め
た
と
思
っ
た
ら
、
終
了
に
な

る
20
時
ま
で
、
人
が
途
切
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。　
　
　
　
　

　
来
場
者
は
猛
暑
に
も
負
け
な
い
元
気
さ
で
当

セ
ン
タ
ー
の
良
い
宣
伝
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　

『
品
川
第一地
区
ま
つ
り
』

 

　
六
月
二
十
日（
水
）に
戸
越
地
区
で
総
勢
三

十
二
名
に
よ
る
日
帰
り
レ
ク
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
崎
高
校
前
を
出
発
し
、
首
都
高
を
使
っ

て
横
須
賀
方
面
へ
。
当
日
は
生
憎
の
小
雨
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
巧
み
な

話
術
を
愉
し
み
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
腹
ご
し

ら
え
と
昼
食
の
場
所
に
向
け
一
路
久
里
浜
港

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
横
の「
海
辺
の

湯
」久
里
浜
店
で
貝
焼
き
、
舟
盛
付
き
の
豪

華「
ふ
っ
つ
御
膳
」に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
の
横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
。

女
性
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
調
子
の
案
内
で
、
米

軍
・
自
衛
隊
の
艦
船
が
紹
介
さ
れ
、
な
か
で

も
日
本
初
寄
港
の
米
国
病
院
船
、
イ
ー
ジ
ス

艦
の
見
分
け
方
の
紹
介
な
ど
興
味
の
尽
き
な

い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
に
あ
る
横
須
賀
し
ょ
う
ぶ

園
を
訪
問
、
四
一
二
品
種
十
四
万
株
の
花
し

ょ
う
ぶ
が
三
・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園

内
に
咲
き
競
う

中
を
散
策
し
ま

し
た
。
み
ん
な
可

憐
に
咲
く
花
し
ょ

う
ぶ
を
大
い
に
堪

能
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
途
中

「
横
須
賀
ポ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
」に

て
地
場
産
品
の

買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
バ
ス

の
中
で
は
ビ
ン
ゴ

大
会
で
盛
り
上

が
り
、
無
事
、
帰

路
に
つ
き
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
と
菖
蒲
園
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　戸
越
地
区

 

　
敗
戦
後
、
京
浜
工
業
地
帯
の
折
れ
た
煙
突

が
い
つ
消
え
る
か
と
眺
め
る
中
、
戦
前
の
抑

圧
か
ら
一
変
。
日
本
が
解
放
さ
れ
、
為
政
者

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
、
シ
ネ
マ
、
セ
ッ
ク
ス
の

３
S
政
策
で
日
本
は
神
武
開
闢（
か
い
び
ゃ

く
）以
来
、
未
曾
有
の
旧
弊
が
吹
き
払
わ
れ
、

新
生
日
本
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。　
　

　
戦
後
ハ
ワ
イ
ア
ン
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
高

校
時
代
だ
っ
た
私
は
学
友
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー

奏
者
の
縁
で
ウ
ク
レ
レ
に
魅
了
。
夢
中
で
ハ

ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

定
年
後
、
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
へ
現
地
日
系
の
方

と
の
縁
で
家
族
と
３
回
行
き
ま
し
た
。
ハ
ワ

イ
は
小
鳥
が
唄
い
、
魚
も
踊
る
楽
園
そ
の
も

の
で
、
ま
さ
に
歌
の
通
り
の
光
景
に
乞
驚
。

南
国
の
微
風
に
甘
い
花
の
香
り
流
れ
、
ウ
ク

レ
レ
の
響
き
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
ク
レ
レ
を
特
技
と
し
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
役
立
て
た
ら
と
思
い
、
区
役

所
の「
一
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
」に
登
録
。

ま
も
な
く
し
て
、「
出
会
い
の
湯
カ
ラ
オ
ケ
」

の
誘
い
を
諾
し
て
早
22
年
。
米
寿
を
迎
え
て

も
趣
味
の
ウ
ク
レ
レ
を
活
用
し
て
、
時
を
得

て
高
齢
者
介
護
施
設
に
お
い
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
て
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
青
春
の
心
の
炎
を
滾（
た
ぎ
）

ら
せ
な
が
ら
、
生
涯
現
役
の
目
標
を
も
っ
て
、

人
生
航
海
へ
と
ス
ク
リ
ュ
ー
快
転
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

 

　
20
年
以
上
前
に
地
元
の
中
学
校
で
行
わ
れ

る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
し
た
時
に
、
初
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
荏
原
六
中
で
練
習
を
し
て
い
た

「
二
延
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
」の
方
に

誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
は
、
外
に

出
て
多
く
の
方
と
会
話
を
し
な
が
ら
プ
レ
ー

を
し
た
り
、
一
緒
に
笑
い
な
が
ら
お
弁
当
を

と
る
こ
と
で
す
。
何
よ
り
良
い
こ
と
は
個
人

プ
レ
ー
な
の
で
他
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

楽
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。

　
今
は
、
小
学
校
で
毎
週
2
回
各
２
時
間
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
練
習
の
成
果
は
、
春
と
秋
の
協
会
主
催
の

大
会
と
区
民
大
会
の
２
回
の
年
間
４
回
で
発

揮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
都
大
会
、
レ

デ
ィ
ー
ス
大
会
な
ど
色
々
と
あ
り
ま
す
。
初

め
は
な
か
な
か
的
に
玉
を
転
が
す
こ
と
が
で

き
ず
、
力
加
減
な
ど
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

楽
し
み
な
が
ら
十
数
年
練
習
に
励
み
、
感
覚

が
つ
か
め
る
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
何
度
も

出
す
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
大
会
で
優
勝
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
コ
ツ
は
、
何
事

も
マ
ナ
ー
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
大
勢
の

方
々
と
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
長
く
楽
し
め
さ
ら
に
健

康
で
い
ら
れ
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 

（7） （6）第131号 第131号平成30年10月1日発行 平成30年10月1日発行

毎
年
恒
例

　
７
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）に

八
潮
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て

八
潮
ま
つ
り（
品
川
区
民
ま
つ
り
）

が
行
わ
れ
、セ
ン
タ
ー
か
ら
は
八

潮
地
区
の
委
員
さ
ん
が
Ｐ
Ｒ
の
た

め
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
⁉
都
内

で
は
最
高
気
温
35
度
を
超
す
と
こ

ろ
も
あ
り
、
非
常
に
暑
い
中
で
の

お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
14
日
は

17
時
か
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
あ

ま
り
の
暑
さ
に
19
時
過
ぎ
に
は
２

日
間
で
売
る
は
ず
だ
っ
た
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
６
２
４
本
の
半
分
以
上

が
売
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
割
と
静
か
な
八
潮
団
地

で
す
が
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

会
員
さ
ん
世
代
ま
で
多
く
の
方
が

集
ま
り
大
変
賑
や
か
な
お
祭
り
で

し
た
。
　
　

『
八
潮
地
区
ま
つ
り
』

毎
年
恒
例

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

『
心
に
太
陽
！
唇
に
唄
を
！！
〜
出
会
い
の
湯
カ
ラ

オ
ケ
に
て
ウ
ク
レ
レ
を
響
か
せ
22
年
間
〜
』
　

　
　
　
　
　
　品川
南
地
区

　猪
狩

　定
男

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
ハ
ツ
ラ
ツ
笑
顔
』

　
　
　
　
　荏
原
地
区

　大
熊

　光
子



第
1
回

　会
員
さ
ん
か
ら
見
た
事
務
所
紹
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

荏
原
支
部

ま
す
。
さ
ら
な
る
能
率
ア
ッ
プ
や
品
質
の

高
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り

正
確
、
迅
速
な
作
業
を
行
う
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
し
、
そ
の
こ
と
は
始
業
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
、
注
意
点
な
ど
を

皆
で
共
有
し
て
か
ら
仕
事
に
と
り
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
年
齢
74
・
６
歳
の
シ
ル
バ
ー
パ
ワ

ー
で
地
域
の
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば

と
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
荏
原
支
部
は
、
都
内
で
も
有
名
な
武

蔵
小
山
商
店
街
の
一
画
に
あ
り
、
戸
越

銀
座
商
店
街
も
隣
接
し
た
、
賑
わ
い
の

あ
る
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
量
が
多
く
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
交
通
情
報
な
ど
で
は
お
馴
染
み

の
平
塚
橋
交
差
点
が
あ
る
中
原
街
道
が

ほ
ぼ
目
の
前
に
あ
る
と
い
う
繁
華
街
の

真
ん
中
に
あ
る
立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
荏
原
支
部
内
に
あ
る
「
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
」は
、平
成
７
年
６
月
に
開
設
さ
れ
、

当
初
は
授
産
施
設
と
し
て
の
機
能
を
中

心
に
運
営
さ
れ
て
い
た
模
様
で
す
が
、

時
代
の
変
遷
と
共
に
機
能
が
変
化
し
、

現
在
は
区
内
や
近
隣
事
業
所
か
ら
の
封

入
封
緘
な
ど
の
依
頼
を
中
心
に
、
約
20

名
ほ
ど
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
春
に
来
た
ば
か
り
な
の

で
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

日
々
の
作
業
手
順
、
会
員
の
出
退
勤
の

把
握
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
連
絡
調
整

等
の
管
理
を
中
心
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
な
か
に
は
、
急
ぎ
処
理
し
て
欲
し
い

と
い
う
緊
急
の
要
請
が
あ
る
場
合
も
あ

り
、
そ
の
際
の
進
捗
管
理
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
会

員
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
な
の
で
大
き

な
事
故
も
な
く
、
同
じ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
何
度
も
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い

いきいきプラザ作業光景

津
田

　昭
洋
（
大
井
東
地
区
）

　
去
る
、
四
月
十
五
日（
日
）三
地
区
合
同
に

よ
る
日
帰
り
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
勢
八
十
一
名
が
参
加
。
台
風

並
み
の
風
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
、
七
時
五
十
分

に
は
出
発
。
外
の
雨
風
は
一
向
に
収
ま
る
様

子
な
く
、
激
し
さ
を
増
す
中
、
小
仏
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
や
、
一
転
太
陽
が
燦
燦
と
輝
く

別
世
界
。
一
路
、
最
初
の
見
学
地
、
一
宮
桃

源
郷「
見
晴
ら
し
園
」を
目
指
し
ま
し
た
。
到

着
後
、
園
内
は
、
桃
の
開
花
が
早
く
残
念
な

こ
と
に
既
に
散
っ
て
お
り
、葉
桃
の
呈
で
し
た
。

第
二
の
見
学
地
は
、
旧
高
野
家
住
宅
。「
甘
草

屋
敷
」と
呼
ば
れ
、
甲
州
民
家
の
代
表
作
で

重
文
指
定
、
漢
方
薬
甘
草
を
幕
命
に
よ
り
栽

培
し
て
い
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
だ
そ
う
。

　
毎
年
、
二
か
ら
四
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ

る「
ひ
な
祭
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
」の
メ
イ
ン

会
場
で
、
つ
る
し
飾
り
や
ひ
な
壇
が
華
や
か

に
飾
ら
れ
大
変
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　
昼
食
の
石
和
「
ホ
テ
ル
ふ
じ
」
に
つ
い
た

時
に
は
雨
も
す
っ
か
り
上
が
っ
て
、
豪
華

「
和
食
ご
膳
」に

舌
鼓
を
打
ち
、

里
の
駅
一
宮
で

お
土
産
を
仕
込

み
、
一
路
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

　
帰
り
の
車
中

で
は
「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」な
ど

に
興
じ
大
い
に

親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
四
時
に

は
各
出
発
地
に

無
事
帰
着
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

一
宮
桃
源
郷
桃
の
花
見
と
甘
草
屋
敷
の

ひ
な
飾
り
見
学

　
　
　
　
大
崎
・
荏
原
・
中
延
三
地
区
合
同

普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで会員の皆様

　
７
月
15
日
（
日
）
品
川
学
園
に
お
い
て
『
品
川

第
一
地
区
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

品
川
北
地
区
の
委
員
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
出
店
の
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
お
よ
び
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販
売
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
が
短
く
猛
暑
日
が
続
く
中
で
の

お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
は
早
い
時
間
か
ら
お
祭
り
に
参
加
す
る

方
が
い
ま
し
た
が
、今
年
は
午
後
一
時
の
ス
タ
ー

ト
時
に
は
人
が
少
な
い
状
況
で
、
暑
さ
の
た
め
、

か
き
氷
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
て
い
る

店
に
は
人
が
並
ん
で
い
る
状
況
で
し
た
。
段
々

夕
方
か
ら
人
が
増
え
始
め
、
出
店
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に

も
人
が
並
び
始
め
た
と
思
っ
た
ら
、
終
了
に
な

る
20
時
ま
で
、
人
が
途
切
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。　
　
　
　
　

　
来
場
者
は
猛
暑
に
も
負
け
な
い
元
気
さ
で
当

セ
ン
タ
ー
の
良
い
宣
伝
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　

『
品
川
第一地
区
ま
つ
り
』

 
　
六
月
二
十
日（
水
）に
戸
越
地
区
で
総
勢
三

十
二
名
に
よ
る
日
帰
り
レ
ク
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
崎
高
校
前
を
出
発
し
、
首
都
高
を
使
っ

て
横
須
賀
方
面
へ
。
当
日
は
生
憎
の
小
雨
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
巧
み
な

話
術
を
愉
し
み
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
腹
ご
し

ら
え
と
昼
食
の
場
所
に
向
け
一
路
久
里
浜
港

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
横
の「
海
辺
の

湯
」久
里
浜
店
で
貝
焼
き
、
舟
盛
付
き
の
豪

華「
ふ
っ
つ
御
膳
」に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
の
横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
。

女
性
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
調
子
の
案
内
で
、
米

軍
・
自
衛
隊
の
艦
船
が
紹
介
さ
れ
、
な
か
で

も
日
本
初
寄
港
の
米
国
病
院
船
、
イ
ー
ジ
ス

艦
の
見
分
け
方
の
紹
介
な
ど
興
味
の
尽
き
な

い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
に
あ
る
横
須
賀
し
ょ
う
ぶ

園
を
訪
問
、
四
一
二
品
種
十
四
万
株
の
花
し

ょ
う
ぶ
が
三
・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園

内
に
咲
き
競
う

中
を
散
策
し
ま

し
た
。
み
ん
な
可

憐
に
咲
く
花
し
ょ

う
ぶ
を
大
い
に
堪

能
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
途
中

「
横
須
賀
ポ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
」に

て
地
場
産
品
の

買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
バ
ス

の
中
で
は
ビ
ン
ゴ

大
会
で
盛
り
上

が
り
、
無
事
、
帰

路
に
つ
き
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
と
菖
蒲
園
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　戸
越
地
区

 

　
敗
戦
後
、
京
浜
工
業
地
帯
の
折
れ
た
煙
突

が
い
つ
消
え
る
か
と
眺
め
る
中
、
戦
前
の
抑

圧
か
ら
一
変
。
日
本
が
解
放
さ
れ
、
為
政
者

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
、
シ
ネ
マ
、
セ
ッ
ク
ス
の

３
S
政
策
で
日
本
は
神
武
開
闢（
か
い
び
ゃ

く
）以
来
、
未
曾
有
の
旧
弊
が
吹
き
払
わ
れ
、

新
生
日
本
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。　
　

　
戦
後
ハ
ワ
イ
ア
ン
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
高

校
時
代
だ
っ
た
私
は
学
友
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー

奏
者
の
縁
で
ウ
ク
レ
レ
に
魅
了
。
夢
中
で
ハ

ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

定
年
後
、
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
へ
現
地
日
系
の
方

と
の
縁
で
家
族
と
３
回
行
き
ま
し
た
。
ハ
ワ

イ
は
小
鳥
が
唄
い
、
魚
も
踊
る
楽
園
そ
の
も

の
で
、
ま
さ
に
歌
の
通
り
の
光
景
に
乞
驚
。

南
国
の
微
風
に
甘
い
花
の
香
り
流
れ
、
ウ
ク

レ
レ
の
響
き
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
ク
レ
レ
を
特
技
と
し
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
役
立
て
た
ら
と
思
い
、
区
役

所
の「
一
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
」に
登
録
。

ま
も
な
く
し
て
、「
出
会
い
の
湯
カ
ラ
オ
ケ
」

の
誘
い
を
諾
し
て
早
22
年
。
米
寿
を
迎
え
て

も
趣
味
の
ウ
ク
レ
レ
を
活
用
し
て
、
時
を
得

て
高
齢
者
介
護
施
設
に
お
い
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
て
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
青
春
の
心
の
炎
を
滾（
た
ぎ
）

ら
せ
な
が
ら
、
生
涯
現
役
の
目
標
を
も
っ
て
、

人
生
航
海
へ
と
ス
ク
リ
ュ
ー
快
転
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

 

　
20
年
以
上
前
に
地
元
の
中
学
校
で
行
わ
れ

る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
し
た
時
に
、
初
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
荏
原
六
中
で
練
習
を
し
て
い
た

「
二
延
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
」の
方
に

誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
は
、
外
に

出
て
多
く
の
方
と
会
話
を
し
な
が
ら
プ
レ
ー

を
し
た
り
、
一
緒
に
笑
い
な
が
ら
お
弁
当
を

と
る
こ
と
で
す
。
何
よ
り
良
い
こ
と
は
個
人

プ
レ
ー
な
の
で
他
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

楽
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。

　
今
は
、
小
学
校
で
毎
週
2
回
各
２
時
間
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
練
習
の
成
果
は
、
春
と
秋
の
協
会
主
催
の

大
会
と
区
民
大
会
の
２
回
の
年
間
４
回
で
発

揮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
都
大
会
、
レ

デ
ィ
ー
ス
大
会
な
ど
色
々
と
あ
り
ま
す
。
初

め
は
な
か
な
か
的
に
玉
を
転
が
す
こ
と
が
で

き
ず
、
力
加
減
な
ど
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

楽
し
み
な
が
ら
十
数
年
練
習
に
励
み
、
感
覚

が
つ
か
め
る
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
何
度
も

出
す
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
大
会
で
優
勝
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
コ
ツ
は
、
何
事

も
マ
ナ
ー
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
大
勢
の

方
々
と
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
長
く
楽
し
め
さ
ら
に
健

康
で
い
ら
れ
る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 

（7） （6）第131号 第131号平成30年10月1日発行 平成30年10月1日発行

毎
年
恒
例

　
７
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）に

八
潮
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て

八
潮
ま
つ
り（
品
川
区
民
ま
つ
り
）

が
行
わ
れ
、セ
ン
タ
ー
か
ら
は
八

潮
地
区
の
委
員
さ
ん
が
Ｐ
Ｒ
の
た

め
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
⁉
都
内

で
は
最
高
気
温
35
度
を
超
す
と
こ

ろ
も
あ
り
、
非
常
に
暑
い
中
で
の

お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
14
日
は

17
時
か
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
あ

ま
り
の
暑
さ
に
19
時
過
ぎ
に
は
２

日
間
で
売
る
は
ず
だ
っ
た
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
６
２
４
本
の
半
分
以
上

が
売
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
割
と
静
か
な
八
潮
団
地

で
す
が
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

会
員
さ
ん
世
代
ま
で
多
く
の
方
が

集
ま
り
大
変
賑
や
か
な
お
祭
り
で

し
た
。
　
　

『
八
潮
地
区
ま
つ
り
』

毎
年
恒
例

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

『
心
に
太
陽
！
唇
に
唄
を
！！
〜
出
会
い
の
湯
カ
ラ

オ
ケ
に
て
ウ
ク
レ
レ
を
響
か
せ
22
年
間
〜
』
　

　
　
　
　
　
　品川
南
地
区

　猪
狩

　定
男

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
ハ
ツ
ラ
ツ
笑
顔
』

　
　
　
　
　荏
原
地
区

　大
熊

　光
子



　今年の４月に改修工事を経て、荏原南公園がリニューアルオープンしました。新たな遊具には子どもたちの
アイデアを活かした遊具が導入され、より安全できれいな公園に生まれ変わりました。
　人工芝の遊具エリアや幼児遊具と砂場エリア、健康遊具エリア等幅広い世代の方が利用できるようになっ
ています。残念ながら、ジャブジャブ池はなくなりましたが、岩山はこれまでの半分の高さで幼児にも登りやす
く、足元はゴムチップ舗装の柔らかい地面に変わり、夏場に人気のミストが出るようになりました。
　現在は、会員の方々が公園の清掃に当たりきれいな公園を維持しています。皆様も是非一度お越しになって
みてはいかがでしょうか。

（1） （8）第131号 第131号平成30年10月1日発行 平成30年10月1日発行

シルバー

あ

と

が

き

あ

と

が

き

会員総数
平成30年8月末日現在

2,408名

1,350名
男

1,058名
女

共助会秋の一泊旅行のご案内 共助会秋の一泊旅行のご案内 

　こ
の
夏
の
全
体
会
は
、
地
区
ご
と
に
テ
ー
マ

を
決
め
た
学
習
が
メ
イ
ン
。
そ
の
中
で
、
い
く

つ
か
の
地
区
が
認
知
症
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
い
ま
巷
で
は
、
人
生
「
一
〇
〇
歳
時
代
」

を
目
前
に
、 「
認
知
症
の
人
」
へ
の
理
解
と
接

し
方
が
最
大
の
関
心
事
。

　「
私
の
財
布
が
な
い
。
ど
こ
に
や
っ
た
の
！
」

に
対
し
て
「
そ
れ
は
困
り
ま
し
た
ね
、
じ
ゃ
あ

一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
対
応
。

　認
知
症
は
接
し
方
次
第
で
症
状
が
大
き
く
改

善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
興
奮
し
た
り
、
不

安
な
情
況
に「
寄
り
添
い
」、
何
を
求
め
て
い
る

か
を
一
緒
に
探
っ
て
み
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
。

　今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
就
業
で
も
こ
ん
な
場

面
に
出
く
わ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
は
、
相
手
の
微
妙
な
変
化
を
感
じ
優
し
さ

を
も
っ
て
接
す
る
余
裕
が
肝
腎
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ら
れ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。    

　（
担
当
理
事

　伊
藤
一
三
）

11月11日（日）～12日（月)1泊2日

就 業 相 談

　仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

10
月
11
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

  

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

11
月
8
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

戸

　川

　理

　事

  

荏
原
支
部  

門

　馬

　理

　事

　

12
月
13
日（
木
）  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

  

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

  

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

　

【安房神社】
安房神社は山梨県の新屋山神社・
石川県の金剱宮と共に「日本三大
金運神社」の一つと言われていま
す。たくさんの神様が祀られている
ので、金運以外にもご利益を授かる
ことができるパワースポットです。

【鴨川ホテル三日月】
CMでもお馴染みのホテル三日月。
目の前は大海原で最上階の大浴場
から眺める景色はまさに絶景で
す。開運・金運・昇運をもたらすと
言われる世界唯一の金無垢風呂に
も入れます。

【戦艦三笠】
イギリスの「ヴィクトリー」、アメリカ
の「コンスティチューション」と共に
自国の独立を守るための重要な海
戦において勇敢に戦い歴史的な勝
利を収めたことから世界の三大記
念艦と言われています。

2日目のみどころホテルのお楽しみ1日目のみどころ

 

公益社団法人品川区シルバー人材センター URL http://shinagawa-sjc.com/

ご案内は8月下旬から9月初旬にしておりますが、申し込み受付は10月1日（月）からです。
センターの各事務所に参加費17,000円を添えてお早めにお申し込みください。先着順で定員になり次第受付
終了となります。

11/11
（日）

11/12
（月）

ホテル発8：30　　　     鴨川海産物センター（買物）　　　      金谷港   ～～～   東京湾フェリー   ～～～  
　　　　　  　　　　　　　　　8：35 ～ 9：05　　　　　 　　　  10：25

～～～   久里浜港　　　     三笠記念館（戦艦三笠見学）　　　      古都鎌倉（昼食・散策）
　　　　　11：05  　　　　　　　　　11：45 ～12：30　　　　　 　　　  13：00 ～15：30

大黒PA（休憩）　　　　大井町駅着
16：15 ～16：30　　　　　 17：30

大井町駅7：30　　　　海ほたるSA（休憩）　　　　小泉酒造（ソムリエハウス試飲）
　　　　　　　　　　　　　8：10 ～ 8：30　　　　　    　　　　9：10 ～ 9：50

道の駅（保田小学校）　　　　漁師料理たてやま（昼食）　　      　安房神社・野鳥の森（参拝）
　  10：20 ～11：00　　　　　　　　11：30 ～12：30　　　　　　　　　　12：45 ～13：20

　　　　小湊誕生寺（拝観）　　　　鴨川温泉　ホテル三日月
　  　　　 14：20 ～15：00　　　　　　　　　　15：10　　　　　 　　　

子どもたち
のアイデア

を活かした

　荏原南公
園がリニュ

ーアル！子どもたち
のアイデア

を活かした

　荏原南公
園がリニュ

ーアル！




